機械工学実験I（4M専門科目）
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科目名：機械工学実験Ⅰ（英文科目名：Experiment of Mechanical Engineering Ⅰ.）

      ２　単位　必修　機械工学科４年　前期　　

担当教官：

　菊地吉郎（居室：機械工学科棟１階）　Tel:0285-20-2209  E-mail:kikuchi@oyama-ct.ac.jp

  山下進　（居室：機械工学科棟３階）　Tel:0285-20-2210  E-mail:syama@oyama-ct.ac.jp

  伊澤悟　（居室：機械工学科棟１階）　Tel:0285-20-2211  E-mail:izawa@oyama-ct.ac.jp

授業目的：

  授業で学んだ機械工学の知識に関して、自らが実験を行い、その過程および結果を体験することによって理解を深めるとともに、実験手法の基礎を体得することを目的とする。

達成目標：

　1.ガソリンを利用した機関について、性能試験を行い理解する。

　2.製品の表面精度を支配する表面粗さの概念を理解する。

　3.旋盤による切削加工時の切削抵抗特性を理解する。

　4.ピトー管による風速測定法を体験し、Reと管内速度分布との関係を理解する。

　5.騒音問題について、騒音レベルの測定および周波数分析を行い、理解を深める。

　6.金属材料の顕微鏡組織（メゾ組織）を定量的に評価する意義を理解し、組織の体積分率を定量的に測定する方法を習得する。

　7.ひずみゲージの原理・取扱方法・応力測定方法を習得し、測定精度に与える測定機器精度の影響の求め方を理解する。

　8.工業的に非常に多く使用される熱電対について、温度差と熱起電力との関係を調べ、温度測定に対する理解を深める。

　9.熱の仕事当量を求め、電気的エネルギの熱エネルギへの転化を理解する。

技術者教育プログラムの学習・教育目標：（A)，(B)，(C)

JABEE基準１の(1)との関係：(d)，(h)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：

　自作テキスト。

参考書：

  指定しない。　　 　 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

　1.ガソリン機関の性能試験（１週）

　2.表面粗さの測定（１週）

　3.旋盤の切削抵抗測定（１週）

　4.風速測定（１週）

　5.騒音分析（１週）

　6.材料組織の定量的評価法（１週）

　7.ひずみゲージと曲げ試験（１週）

　8.熱電対の温度較正（１週）

　9.ジュール熱の測定（１週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　課題に対するレポートで評価する。

　レポート内容から、６０％以上を合格とする。

連絡事項：

　試験は行わない。

　予習―テキストを一読し、次回の実験内容を理解しておく。

　授業―指導教官の指示にしたがって、手際よく実験を行う。

　復習―実験結果をまとめてレポートを作成し、指導教官の口頭試問を受け、理解を深める。
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